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ⅠⅠⅠⅠ    会費会費会費会費のののの減免減免減免減免についてについてについてについて 

 今年の４月１日から新たな会費減免措置がスタートします。会費の減免には会員の自己申告が必要で自動的に減

免される訳ではありません。 

１ 60歳以上で正規雇用の職にない会員は会費が半額になります。既に定年等で退職されている会員、３月末で退

職される会員で、60歳をこえておられる会員は会費が半額になります。退職後に非常勤等でどこかで働いておられ

る場合でも、その雇用関係が、雇用期間に定めがある雇用であって、１週間の所定労働時間が通常の労働者と同程

度である労働契約を締結せず、雇用保険の一般被保険者として雇用されていない場合は、会費が半額になります。

万一、上記の労働契約を締結している場合でも、１週間の所定労働時間が30時間未満の会員はかかる労働契約を締

結していない者として扱われます。 

２ 修士課程修了以上で正規の職に就いていない正会員の会費も半額になります。非常勤講師をしておられる場合

でも、その雇用関係が、雇用期間に定めがある雇用であって、１週間の所定労働時間が通常の労働者と同程度であ

る労働契約を締結せず、雇用保険の一般被保険者として雇用されていない場合は、会費が半額になります。万一、

上記の労働契約を締結している場合でも、１週間の所定労働時間が30時間未満の会員はかかる労働契約を締結して

いない者として扱われます。 

３ 留学等でやむなく会員としての活動ができず休会する場合の会費減免措置が拡大されました。ある年度の全期

間を休会すると全額免除ですが、年度中に半年以上の休会をすると半額免除になります。ただし、休会すると学会

誌やNewsLetter等を受け取ることができなくなります。 

 

 以上の措置は、日本社会情報学会実施細則７条の改正と会費未納の場合の取扱いに関する規程５条の改正により

実施されることになりました。これらは学会のホームページに掲載する予定ですが、分からない点があれば事務局

へお問い合わせください。また、会費の減免を申請するための申請書を学会のホームページに掲載することになっ

ています。 

 

ⅡⅡⅡⅡ    JSI編集委員会報告編集委員会報告編集委員会報告編集委員会報告 

 平成２１年度第４回JSI編集委員会議事録（案） 

２０１０年１月２３日１０：００－１１：００ 

出席者：五藤、桜井、今田、山本、田中 

     (文責：桜井) 

１． 前回議事録の確認 

問題点があれば、指摘するように要請があった。 

２． 論文審査 

審査に先立ち、前号と同様の基準で判定することを確認した各論文の担当委員を以下のように定め、査読者決

定後櫻井委員まで報告することとした。（１：採録、２：条件付き採択、３：再査読、４：不採択だがResear

ch Noteとして推薦、５：不採択） 

３－１－１ ３４５と分かれたが、審議の上、不採択としResearch Noteとして推薦 

３－１－２ 査読中 
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３－１－３ 査読中 

３－１－４ 査読中 

３－１－５ 査読中 

３－１－６ ３５５とあり、基準通り審議の上、不採択 

３－１－７ ３５５であるが、著者の錯誤の可能性があるので、再査読（但し、1か月以内の修正期間を厳守

のこと） 

３． ３号の掲載論文について 

JSISでは、一本の招待論文の掲載が確定済みであるので、JASIは招待論文等について引き続き検討すること

とした。 

泉田知事の講演記事の英文版を作製し、３号に掲載することを検討することとした。 

４号以降では、海外の研究者の招待論文の掲載を検討することとした。 

４． 著者報告用様式について 

 不採択だがResearch Noteとして推薦する書式について確認した。 

５． 著者課金について 

 ４号以降では、査読謝金を独立に賄えるように、著者に課金することを今後検討することとした。 

６． 次回日程について 

   2010年３月６日10:00-12:00(東大予定) 

 

ⅢⅢⅢⅢ    JSIS大会研究発表賞受賞大会研究発表賞受賞大会研究発表賞受賞大会研究発表賞受賞をををを受受受受けてけてけてけて 

           名古屋大学情報科学研究科社会システム情報学専攻博士後期課程 

                                   吉田 千穂 

 この度、JSIS大会研究発表賞という大変素晴らしい賞を受賞することとなり、大変名誉に感じております。ご支

援くださった皆様、審査員の先生方、そして日ごろより熱心にご指導下さる先生方、本当にありがとうございまし

た。 

 私どもの研究は、深刻な少子高齢化に直面する山村地域コミュニティとインターネットによるバーチャルコミュ

ニティの連携を促すことにより地域活性化の新たな糸口を発見することを目的としております。 

 実社会をしっかり捉え分析し、そこにインターネット技術を適用することによって地域社会に適合するインター

ネット社会基盤設計に取り組んでおります。 

 そうした中、今回の受賞は、大変な心の励みとなりました。 

 今後なお一層の精進を重ね、世に役立つ研究成果を生み出せるよう努力してまいります。 

 本当にありがとうございました。 

 

ⅣⅣⅣⅣ    第第第第５６５６５６５６回日本社会情報学会回日本社会情報学会回日本社会情報学会回日本社会情報学会（（（（JSISJSISJSISJSIS））））理事会理事会理事会理事会議事議事議事議事禄禄禄禄 

日時：２００９年１２月５日（土）１３：３０～１６:３０ 

場所：東京大学大学院情報学環(本館) 7階第一会議室 

出席者：黒須俊夫（会長）、遠藤 薫（副会長）、大國充彦、今田寛典、柴田邦臣、橋元良明、吉田純、岡田安功

（総括理事）、藤井史朗（事務局長）－以上、現理事・事務局長 

欠席者：北村順生、守弘仁志、森谷 健、吉井博明 

  

報告事項 

１． 第５５回理事会以降の活動について 

イ． 和雑誌編集委員会  

 橋元委員長より、今回は倍の投稿があったこと、また初めて新方式により評価した旨報告された。評価一

覧が配布され、特に「Ｂ」評価については、修正ＷＧで、修正したかどうかをチェックすることとし現在チ

ェック中であること、Ｃ評価8本については、修正後ＡかＢにする旨報告された。 

ロ． 洋雑誌編集委員会 

 今田委員長より、別紙により次の報告があった。第3巻を来年の夏くらいをめどに準備していること、投

稿受付を10/15までのばすし、25日までに7編の投稿があったこと、印刷製本は両学会で900～1000とし、残

部を調べて決める、また、印刷物としての発行は少なくとも3巻まで、ということだったが、会員の中にも

印刷物として残すべきとの意見があり、ゼロにはできないと考える。洋雑誌についてのホームページ(JSI)

の立ち上げが決まり、今後、JSISホームページとりんくしたい。査読料金は5000円とし、予算計上する。著
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作権の移転は、すでに投降者にも示しているが、多重投稿しないということを書類で出すことが必要である

。投稿料については、標準ページを超えた超過ページ料について超過料金を取ることも議論中である。 

 これについて、著作権移転といういい方を著作権管理の委託とすべきではないか、との質問があり、移転

よりは委託の方がよいとの意見があった。 

ハ． 研究委員会 

 岡田総括理事から代理で以下の報告があった。すでにメールで報告されているが、11月6～7日に、共催で

長崎・福岡で研究会が持たれ、ワークショップが対馬で開催された。参加者は九州北部に限られず集まった

。 

ニ． 学会賞選考委員会 

 ホと合わせて黒須会長より提案。 

ホ． 合同研究大会企画委員会 

 黒須会長より、北村実行委員長からの大会実施報告書(案)に基づいて、以下のとおり報告された。参加者

207名、うち会員141名が参加。会計報告も両学会で承認され、総収入のうち17万の寄付が生きている。「大

会運営について」ホームページを開く。補助金申請、保育施設の斡旋を行った。参加アンケートの概要につ

いて報告された。また、会員外協力者への謝金について問題提起された。シンポジウムについては、社会情

報学との関わりが今ひとつとの意見が紹介された。研究発表賞は投票の一覧表作業が進まず、持ち帰って、

整理して提案したが、意見がまとまらず、最終的に黒須、森谷案で、従来の基準でJSISのみ1人選定した。 

 岡田総括理事より、ニュースレターで優秀賞の人に一言書いてもらいたいとの提案があった。 

ヘ． 企画委員会 

 大國委員長より、HPは要求あるものをアップするが、委員会ごとにページを明確に作って掲載、というこ

とは今後検討したいとの報告があった。 

ト． 渉外・交流委員会 

 遠藤副会長より、社会学系コンソーシアムについて、シンポジウムをこれから行うとの報告があった。 

チ． 法規委員会 

 審議事項で再提案。 

リ． 事務局 

      藤井事務局長より、 会員状況および会費納入状況について報告があった。 

２. その他 

     遠藤副会長より、社会学系コンソーシアム副委員長の藤田氏、吉田民人氏が亡くなった旨報告された。 

 

審議事項 

１． 第５５回理事会議事録（案）の承認について（総括理事）（別紙） 

 岡田総括理事より、議事録について提案され、承認された。 

２． 会員名簿の提出について（洋雑誌・編集委員会） 

 今田委員長より、資料に基づき次の提案があった。ジャーナルの1,2号がCiNiiに登録されたが、両学会での

登録はできないため、JSIS会員が検索する時に料金が必要となる。ただし、大学関係者は大学サイドから無料

で入れる。無料にするためには、名簿をJASIに渡して、それをCiNiiに回すこととなる。JASIは責任を持って

管理するので了解してもらえれば、そのようにする。 

 これについて、必要最小限の情報提供に限ってほしいとの要望があった。 

３．英文雑誌編集委員会 

   第3巻は、計7編で、招待論文はゼロ。JASIは、優秀論文一本を招待論文に。後1編。JSISでも推薦依頼する。

  バックナンバーを一冊1000円で売ったらどうか。 

   これについて議論し、洋雑誌、和雑誌ともに1000円で販売することを確認した。しかし、定期購読について

  は、これまで通りの値段とすることとした。 

４．著作権法規定Ｑ&Ａについて 

   岡田総括理事より、別紙により、Web上での周知のためＱ&ＡをHPの著作権規定の下に付け加えたいとの提案

  があった。 

   これに対し、学会の著作権規定との連動を意識した構成にすべきとの意見が出され、一部修正した再提案を

  行うことが確認された。 

５．入・退会の承認について（事務局長） 

  藤井事務局長より、書類により、前理事会以降の入退会について報告され、承認された。 
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６．学会事務の外部委託の拡大について（事務局長） 

   藤井事務局長より、2010年度以降、事務局業務のうち、日常の入退会・異動記録まで含めた名簿管理、長期

  滞納者・連絡不能者への追跡、非常勤職会員や定年退職後の会員への会費減免対応などの業務をさらに外注す

  る方向が提案された。これについて議論し、提案方法への意見が出され、それを踏まえて実施することが承認

  された。 

７．来年度以降の会費減免措置実施のための準備作業について（事務局長） 

  藤井事務局長より、次期事務局・総括理事との連絡を取り、2010年度よりHP等にも反映させたいとの提起があ

 り承認された。 

８．「この2年間の活動のまとめと今後の課題（仮称）」の原稿について（会長） 

  黒須会長より、理事会としての活動の総括と次期への引き継ぎ事項をきちんと伝達するため、新旧合同引き継

 ぎ会議までにまとめることが提案された。これについて議論し、3月10日位までに、岡田総括理事に記事を送るこ

 とが確認された。 

９． 2010年度第15回研究大会の日程について（会長） 

  黒須会長より、来年度研究大会を、9月4日～5日 長崎県立大学（佐世保校、もしくはシーボルト校）にて、J

 ASIの主担当で実施するとの報告があった。これについて新潟の合同大会委員会が 昨年3月に開かれていること

 に鑑み、本年度も3月に企画委員会を開きたいこと、黒須会長、三役 、伊藤新会長とで打ち合わせることが示唆

 された。 

10. 研究発表賞の選考方法の在り方について（会長） 

  黒須会長より、研究発表賞の選考がもたついたとの指摘があり、来年度の方法について、次期合同企画委員会

 で検討してもらうことを確認した。 

11. 国際学術団体への新規加入希望調査について（会長） 

  この件につき、黒須会長が問い合わせ、特にこちらの学会の意思が求められているのではないことが確認され

 た。 

12．次回理事会の開催日程について（会長） 

  次回理事会は新旧合同にて、4/11（日）13時半～より、東大6階会議室にて行う(後で、このように変更されま

 した)。 

以 上 

ⅤⅤⅤⅤ    会費納入会費納入会費納入会費納入のおのおのおのお願願願願いいいい（（（（事務局事務局事務局事務局）））） 

 会費納入率は、3 月 7 日現在、2009 年度 71％、2008 年度 81%になっております。毎度のお願いで恐縮ですが、

未納者の方には請求書と振替用紙を同封いたしましたので、納入をお願いいたします。特に新入会員の皆様はよろ

しくお願いいたします。 

 なお、請求書等に誤りがある場合は、ご連絡ください。 
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